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Ⅳ 特別調査結果の概要（事業所規模１～４人） 

 

１ 概 況 

 平成 28 年 7 月に調査した常用労働者数 1～4 人の事業所の給与、労働時間及び雇用の

概況は、次のとおりである。 

 

(1) 一人平均定期給与額（7 月分）は 175,519 円で、前年より 3,060 円減となった。 

  また、特別給与（平成 27 年 8 月 1 日～平成 28 年 7 月 31 日）は 234,497 円で、前 

年より 40,125 円増となった。 

 

(2) 一日の実労働時間は 7.1 時間で、前年より 0.1 時間減となった。 

また、一人平均出勤日数（7 月分）は 21.1 日で、前年より 0.7 日減となった。 

 

(3) 常用労働者数（7 月分）は 22,725 人で、前年より 677 人減となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

表Ⅳ-1  平成２８年毎月勤労統計調査特別調査結果の概要（事業所規模１～４人）

１ 給　与

定期給与 円 円 円 円

特別給与 円 円 円 円

２ 労働時間数及び出勤日数

一日の労働時間数 時間 時間 時間 時間

出勤日数 日 日 日 日 

３ 雇　用

労働者数 人 人 千人 千人

注） ①　この特別調査では、指数を基にした前年比を算出していないため、前年差を記載している。

②　特別給与は、平成27年8月1日から平成28年7月31日までの1年間に特別に支払われた給与であり、

　単純に定期給与（平成28年7月分）と合わせて現金給与総額とはならない。

21.1 △ 0.7 20.2 △ 0.2

103.2

175,519 △ 3,060 195,701 4,432 89.7

234,497 40,125 227,206 10,241

区　　　分
青  森  県 全　　　　国

22,725 △ 677 1,914 △ 80

7.1 △ 0.1 7.0 0.0

水   準

実　　数 前年差 実　　数 前年差 (全国＝100)
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２ 給 与 

(1) 定期給与 

定期給与額は、調査産業計では 175,519 円で、前年より 3,060 円減（全国は 195,701

円、前年より 4,432 円増）となった。全国平均を 100 とした場合、全国対比は 89.7 とな

った。 

産業別にみると、建設業が 226,833 円（全国対比 89.7）と最も高かったほか、次いで

運輸業,郵便業が 224,228 円（全国対比 91.7）と高かった。 

また、宿泊業,飲食サービス業が 103,844 円（全国対比 94.5）と最も低かったほか、

次いで生活関連サービス業,娯楽業が 134,108 円（全国対比 92.4）と低かった。 

 

(2) 特別給与 

特別給与額は、調査産業計では 234,497 円で、前年より 40,125 円増（全国は 227,206

円、前年より 10,241 円増）、全国対比は 103.2 となった。 

産業別にみると、運輸業,郵便業が 526,257 円（全国対比 158.3）と最も高かったほか、

次いで学術研究,専門・技術サービス業が 443,032 円（全国対比 115.8）と高かった。 

また、宿泊業,飲食サービス業が 23,532 円（全国対比 66.1）と最も低かったほか、次

いで生活関連サービス業,娯楽業が 71,085 円（全国対比 122.0）と低かった。 

 

   

表Ⅳ-2  給与額の推移（事業所規模１～４人、調査産業計）

青 森 県 全    国 青 森 県 全    国 定期給与 特別給与
円 円 円 円

平成２０年 166,048 192,630 145,594 208,367 86.2 69.9
平成２１年 172,899 185,402 183,518 195,387 93.3 93.9
平成２２年 166,920 184,676 160,560 184,694 90.4 86.9
平成２３年 170,613 187,962 176,354 191,014 90.8 92.3
平成２４年 178,687 188,928 190,517 191,400 94.6 99.5
平成２５年 172,562 190,474 164,191 201,806 90.6 81.4
平成２６年 173,919 192,120 174,886 208,488 90.5 83.9
平成２７年 178,579 191,269 194,372 216,965 93.4 89.6
平成２８年 175,519 195,701 234,497 227,206 89.7 103.2

定  期  給  与 特  別  給  与 賃金水準（全国＝１００）
年
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図Ⅳ-1 産業別給与の全国対比（全国＝100、事業所規模１～４人） 

 

図Ⅳ-2 定期給与額の推移（調査産業計）事業所規模１～４人 

 

表Ⅳ-3  産業別給与の比較（事業所規模１～４人）
全国 全国

青 森 県 全    国 =100 青 森 県 全    国 =100

円 円 円 円

調 査 産 業 計 175,519 195,701 89.7 234,497 227,206 103.2

建 設 業 226,833 252,866 89.7 193,465 224,891 86.0

製 造 業 173,783 221,339 78.5 240,269 226,340 106.2

運 輸 業 , 郵 便 業 224,228 244,461 91.7 526,257 332,511 158.3

卸 売 業 , 小 売 業 176,123 196,918 89.4 243,506 229,421 106.1

不動産業,物品賃貸業 187,767 212,837 88.2 342,533 272,004 125.9

学術研究, 専門・技術サービ ス業 222,301 234,294 94.9 443,032 382,743 115.8

宿泊業,飲食サービス業 103,844 109,866 94.5 23,532 35,590 66.1

生 活 関 連 サ ー ビ ス 業 , 娯 楽業 134,108 145,074 92.4 71,085 58,250 122.0

医 療 , 福 祉 151,832 179,722 84.5 165,796 237,302 69.9

サー ビ ス業（ 他に 分類されないも の） 194,749 208,503 93.4 275,788 296,452 93.0

特  別  給  与
区　 　分
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(3) 男女別給与 

  定期給与額は、調査産業計では、男性は 226,052 円で、前年(232,938 円)より 6,886 円

減となり、女性は 132,614 円で、前年(135,972 円)より 3,358 円減となった。男性比は

58.7 で、前年（58.4）から 0.3 ポイント増となった（全国は男性比 53.2 で前年（53.5）

から 0.3 ポイント減）。 

産業別にみると、男性は、学術研究,専門・技術サービス業が 311,550 円で最も高かっ

たほか、次いで不動産業,物品賃貸業が 269,388 円と高かった。女性は、運輸業,郵便業

が 233,195 円（男性比 104.9、全国 67.7）と最も高かったほか、次いで学術研究,専門・

技術サービス業が 165,970 円（男性比 53.3、全国 61.7）と高かった。 

また、男性は、宿泊業,飲食サービス業が 167,457 円で最も低かったほか、次いで生活

関連サービス業,娯楽業が 177,332 円と低く、女性は、宿泊業,飲食サービス業が 90,286

円（男性比 53.9、全国 47.5）で最も低かったほか、次いで製造業が 116,484 円（男性比

51.4、全国 50.4）と低かった。 

  男性比が最も大きい産業は、運輸業,郵便業が 104.9（全国 67.7）で、次いで医療,福

祉が 74.1（全国 64.3）となった。男性比が最も小さい産業は、製造業が 51.4（全国 50.4）

で、次いで不動産,物品賃貸業が 50.6（全国 59.7）となった。 

 

表Ⅳ-4　産業別・男女別給与（事業所規模１～４人：青森県）

男 女 男 女

円 円 円 円

調 査 産 業 計 226,052 132,614 58.7 349,965 135,793 38.8

建 設 業 232,419 138,751 59.7 184,291 329,613 178.9

製 造 業 226,537 116,484 51.4 402,748 75,957 18.9

運 輸 業 , 郵 便 業 222,401 233,195 104.9 460,397 831,513 180.6

卸 売 業 , 小 売 業 222,711 141,517 63.5 434,241 98,990 22.8

不 動 産 業 , 物 品 賃 貸 業 269,388 136,223 50.6 749,313 85,648 11.4

学 術 研 究 , 専 門 ・ 技 術 サ ー ビ ス 業 311,550 165,970 53.3 735,354 271,708 36.9

宿泊業,飲食サービス業 167,457 90,286 53.9 - 28,334 -

生 活 関 連 サ ー ビ ス 業 , 娯 楽 業 177,332 117,854 66.5 95,621 62,588 65.5

医 療 , 福 祉 192,111 142,334 74.1 202,755 155,706 76.8

サ ー ビ ス 業 （ 他 に 分 類 さ れ な い も の） 217,377 141,846 65.3 314,250 176,247 56.1

表Ⅳ-5　産業別・男女別給与（事業所規模１～４人：全国）
女性の水準 女性の水準

男 女 （男=100） 男 女 （男=100）

円 円 円 円

調 査 産 業 計 266,871 141,931 53.2 332,437 145,200 43.7

建 設 業 283,445 149,684 52.8 252,931 128,018 50.6

製 造 業 274,835 138,549 50.4 311,284 94,302 30.3

運 輸 業 , 郵 便 業 270,269 183,059 67.7 371,311 241,477 65.0

卸 売 業 , 小 売 業 271,687 143,145 52.7 370,237 125,497 33.9

不 動 産 業 , 物 品 賃 貸 業 264,762 158,004 59.7 374,063 162,569 43.5
学 術 研 究 , 専 門 ・ 技 術 サ ー ビ ス 業 303,960 187,648 61.7 494,968 305,384 61.7

宿泊業,飲食サービス業 177,199 84,164 47.5 70,493 22,543 32.0
生 活 関 連 サ ー ビ ス 業 , 娯 楽 業 209,170 127,794 61.1 106,345 45,022 42.3

医 療 , 福 祉 258,197 166,141 64.3 262,972 232,780 88.5
サ ー ビ ス 業 （ 他 に 分 類 さ れ な い も の） 253,222 151,693 59.9 343,188 237,523 69.2

女性の水準
（男=100）

区　 　分
定  期  給  与 特  別  給  与

区　 　分
定  期  給  与 特  別  給  与

女性の水準
（男=100）
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図Ⅳ-3 産業別・男女別定期給与額の比較（事業所規模１～４人：青森県） 

 

 

３ 労働時間と出勤日数 

(1) 労働時間 

     一日の実労働時間数は、調査産業計では 7.1 時間、前年より 0.1 時間減となった

（全国は 7.0 時間で前年と変わらず）。 

      産業別では、運輸業,郵便業が 9.0 時間（全国 7.8 時間）と最も長かったほか、次

いで建設業が 7.7 時間（全国 7.5 時間）と長かった。 

また、宿泊業,飲食サービス業が 5.8 時間（全国 5.9 時間）と最も短かったほか、

不動産業,物品賃貸業が 6.7 時間（全国 7.1 時間）と短かった。 

 

(2) 出勤日数 

      出勤日数は、調査産業計では 21.1 日、前年より 0.7 日減となり、全国の 20.2 日

より 0.9 日多かった。 

      産業別にみると、建設業が 23.0 日（全国 21.6 日）と最も多かったほか、次いで

生活関連サービス業,娯楽業が 22.5 日（全国 20.1 日）と多かった。 

また、宿泊業,飲食サービス業が 19.2 日（全国 18.4 日）と最も少なかったほか、

運輸業,郵便業が 19.5 日（全国 20.7 日）と少なかった。 
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４ 常用労働者の動き 

   常用労働者数は、調査産業計では 22,725 人（男 10,435 人、女 12,290 人）で、前年

（23,402 人）より 677 人減となった。 

 産業別では、卸売業,小売業が 6,990 人（全産業に占める割合 30.8％、全国 26.8％）

と最も多かったほか、次いで建設業が 2,892 人（同 12.7％、全国 10.8％）と多かった。  

また、製造業が 574 人（同 2.5％、全国 8.1％）と最も少なかったほか、次いで運輸業,

郵便業が 585 人（同 2.6％、全国 1.1％）と少なかった。 

 男女別構成比をみると、男性の占める割合が最も高い産業は、建設業が 94.1％（全国

76.8％）で、次いで運輸業,郵便業が 83.1％（全国 71.4％）と高かった。 

また、女性の占める割合が最も高い産業は、宿泊業,飲食サービス業が 82.4％（全国

72.4％）で、次いで医療,福祉が 80.9％（全国 85.4％）と高かった。 

表Ⅳ-6　　実労働時間数及び出勤日数の推移（事業所規模１～４人、調査産業計）

青 森 県 全    国 青森-全国 青 森 県 全    国 青森-全国
時間 時間 時間 日 日 日

平成２０年 7.2 7.2 0.0 22.8 21.2 1.6
平成２１年 7.3 7.1 0.2 22.7 20.8 1.9
平成２２年 7.2 7.1 0.1 22.2 20.7 1.5
平成２３年 7.1 7.1 0.0 21.5 20.6 0.9
平成２４年 7.3 7.1 0.2 21.8 20.6 1.2
平成２５年 7.2 7.1 0.1 22.1 20.7 1.4
平成２６年 7.1 7.1 0.0 21.9 20.7 1.2
平成２７年 7.2 7.0 0.2 21.8 20.4 1.4
平成２８年 7.1 7.0 0.1 21.1 20.2 0.9

年
実労働時間数 出勤日数

表Ⅳ-7　産業別実労働時間数及び出勤日数の全国対比（事業所規模１～４人）　

青 森 県 全  国 青森-全国 青 森 県 全  国 青森-全国

時間 時間 時間 日 日 日

調 査 産 業 計 7.1 7.0 0.1 21.1 20.2 0.9

建 設 業 7.7 7.5 0.2 23.0 21.6 1.4

製 造 業 7.0 7.3 △ 0.3 20.2 20.9 △ 0.7

運 輸 業 , 郵 便 業 9.0 7.8 1.2 19.5 20.7 △ 1.2

卸 売 業 , 小 売 業 7.3 7.2 0.1 21.7 20.7 1.0

不 動 産 業 , 物 品 賃 貸 業 6.7 7.1 △ 0.4 19.6 20.2 △ 0.6

学 術 研 究 , 専 門 ・ 技 術 サ ー ビ ス 業 6.9 7.3 △ 0.4 20.7 20.0 0.7

宿泊業,飲食サービス業 5.8 5.9 △ 0.1 19.2 18.4 0.8

生 活 関 連 サ ー ビ ス 業 , 娯 楽 業 7.3 6.9 0.4 22.5 20.1 2.4

医 療 , 福 祉 6.8 6.7 0.1 21.0 19.7 1.3
サ ー ビ ス 業 （ 他 に 分 類 さ れ な い も の） 7.6 7.3 0.3 22.1 20.8 1.3

区　 　分
実 労 働 時 間 数 出　勤　日　数
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図Ⅳ-4 常用労働者の産業別女性の割合（事業所規模１～４人：青森県） 

 

表Ⅳ-8　常用労働者数の推移（事業所規模１～４人：青森県）

19年 20年 21年 22年 23年 24年 25年 26年 27年 28年

25,279 23,571 26,285 26,663 19,404 23,013 24,267 23,775 23,402 22,725

△ 5,041 △ 1,708 2,714 378 △ 7,259 3,609 1,254 △ 492 △ 373 △ 677

△ 16.6 △ 6.8 11.5 1.4 △ 27.2 18.6 5.4 △ 2.0 △ 1.6 △ 2.9

対前年増減数（人）

対前年増減率（％）

常用労働者数（人）

区　分

表Ⅳ-9　産業別・男女別常用労働者数及び産業別・男女別構成比（事業所規模１～４人：青森県）　

総数 男 女 総数 男 女 男 女

調 査 産 業 計 22,725 10,435 12,290 100.0 100.0 100.0 45.9 54.1

建 設 業 2,892 2,720 172 12.7 26.1 1.4 94.1 5.9

製 造 業 574 299 275 2.5 2.9 2.2 52.1 47.9

運 輸 業 , 郵 便 業 585 486 99 2.6 4.7 0.8 83.1 16.9

卸 売 業 , 小 売 業 6,990 2,979 4,011 30.8 28.5 32.6 42.6 57.4

不 動 産 業 ,物 品 賃 貸 業 785 304 481 3.5 2.9 3.9 38.7 61.3

学 術 研 究 , 専 門 ・ 技 術 サ ー ビ ス業 1,375 532 843 6.1 5.1 6.9 38.7 61.3

宿泊業,飲食サービス業 2,646 465 2,181 11.6 4.5 17.7 17.6 82.4

生 活 関 連 サ ー ビ ス 業 , 娯 楽 業 1,815 496 1,319 8.0 4.8 10.7 27.3 72.7

医 療 , 福 祉 1,652 315 1,337 7.3 3.0 10.9 19.1 80.9

サ ー ビ ス 業 （ 他 に 分 類さ れな い も の） 1,584 1,110 475 7.0 10.6 3.9 70.1 30.0

表Ⅳ-10　産業別・男女別常用労働者数及び産業別・男女別構成比（事業所規模１～４人：全国）　

総数 男 女 総数 男 女 男 女

調 査 産 業 計 1,914 824 1,090 100.0 100.0 100.0 43.1 56.9

建 設 業 207 159 47 10.8 19.3 4.3 76.8 22.7

製 造 業 155 94 61 8.1 11.4 5.6 60.6 39.4

運 輸 業 , 郵 便 業 21 15 6 1.1 1.8 0.6 71.4 28.6

卸 売 業 , 小 売 業 512 214 298 26.8 26.0 27.3 41.8 58.2

不 動 産 業 ,物 品 賃 貸 業 79 40 38 4.1 4.9 3.5 50.6 48.1
学 術 研 究 , 専 門 ・ 技 術 サ ー ビ ス業 118 47 71 6.2 5.7 6.5 39.8 60.2

宿泊業,飲食サービス業 185 51 134 9.7 6.2 12.3 27.6 72.4
生 活 関 連 サ ー ビ ス 業 , 娯 楽 業 186 40 147 9.7 4.9 13.5 21.5 79.0

医 療 , 福 祉 171 25 146 8.9 3.0 13.4 14.6 85.4
サ ー ビ ス 業 （ 他 に 分 類さ れな い も の） 143 80 63 7.5 9.7 5.8 55.9 44.1
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図Ⅳ-5 常用労働者の産業別構成比（総数）（事業所規模１～４人：青森県） 

 

 

図Ⅳ-6 常用労働者の産業別構成比（男）（事業所規模１～４人：青森県） 

 

 

図Ⅳ-7 常用労働者の産業別構成比（女）（事業所規模１～４人：青森県） 

 


